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前回の答え…　
商品利用＋クイズ正解者に1ポイント。（請求金額が0円以下の場合はポイント付与されません。）抽選で10名に50ポイントプレゼント。2週先の個人別お届け表明細に記載されます。

●注文用紙の６桁注文欄に上記の６桁番号を、
　注文数欄に選択番号をご記入ください
●正解者全員に1ポイント、
　抽選で10名に50ポイント

応募6桁番号 348970
注文番号

1…WEB　　　　2…電話　　　　3…注文書 2

今週から注文受付が始まった「生協の夏ギフト」、　　　注文な
ら期間中ずっと早期割引価格で利用できます！（ヒント：表紙）
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被災したメーカーさんの今 ～西出牧場

西出牧場さんは、じわもーる「のとそだち牛乳」で使用する生乳を
生産いただいてる、奥能登地方の酪農家さんのひとつです。

1月1日に発生した地震の影響で、西出牧場は建屋や器具の
一部が損傷したほか、牛の餌をとるための牧場には大きな長
い亀裂ができてしまいました。
道路は寸断され、牛たちへの飼料も購入できなくなりましたが、
自家産のものでなんとかしのぐことができました。一番大変だっ
たのは断水や停電で、川から水を運んだり、発電機を探したり
と、牛たちの命を守るために懸命に復旧作業をしてきました。
搾乳もやめることができませんでした。今の牛はミルクがたく
さん出るように品種改良されており、毎日搾乳をしてあげる必
要があります。しかし、道路が寸断されていて集乳車が来るこ
とができません。一部は避難所に無償で提供していましたが、
大半は廃棄していました。

1月14日にようやくミルクの出荷ができるようになったものの、量は大きく減
少し震災前の3分の２ほどになったそうです。牛たちも震災後、満足に餌を食
べられなかったことや、心労が重なりストレスになっていたようです。
それでもようやく復興への一歩目を踏み出すことができたと西出さんは語り
ます。「うちよりももっと被害の大きな牧場がたくさんあります。その方たちが
今後も酪農を続けたいと思えるように支援が必要です。そのために、少しでも
能登の現状を知ってもらえたら」と話しています。
大変な状況でも、たくさんの方たちから励ましの声や「のとそだちの復活を
まってます！」のメッセージには大きな力をもらいました。「石川県の皆様が飲む
牛乳は、私たち石川の酪農家が搾る」、そんな思いでこれからも酪農を続け復
興を目指していきます。一杯の牛乳の向こうに、奥能登の牧場の風景を思い
描いてご愛飲いただければ幸いです。

震災後の西出牧場。
牛舎の瓦の多くが
剥がれ落ちていま
した。

牧場にできた
大きな亀裂。

家族ぐるみで牛の世話をする西出さん一家。
少しでも牛が快適に過ごせるようにしています。

西出さんは誰よりも能登を想い、
震災を風化させたくないと語ります。

4月10日の被災見舞い時。
人懐っこい牛が寄ってきました。

お見舞いに訪れ
た数時間前に産
まれたばかりの子
牛。すくすく育っ
てほしいです。

6月1回じわもーる２ページ
復興支援特集

石川を能登を応援！地元の食材が満載の紙面、
じわもーる２ページで復興支援特集！

6月1回のじわもーるの2ページでは、復興支援特集を実施しています。
能登にゆかりのある商品を多数掲載しておりますので、組合員の皆様、
どうぞ能登への応援をよろしくお願いいたします。

じわもーるで長く愛されている「のとそだち牛乳」。その生乳を生産いただいている酪農家の西出
牧場の復興を、じわもーるはこれからもメーカーのアイ・ミルクさんとともに支援していきます。


